
作家遠藤周作⽒⽣誕１００年記念展      ７組  斎藤良夫 
「⺟親や愛する⼈の顔写真を、あなたは⼟⾜で踏み付けられますか。私なら踏めます-

---」。こう語るのは作家の遠藤周作⽒。何故なら、踏まないと本⼈はじめ家族、更に

は関係者を皆殺しにすると⾔われているからです。キリストやマリアの絵などを⼼な

らずも踏んだキリスト教徒。「隠れキリシタン」の中には、こうした“罪”を⼼に秘め

て過ごしていた信者も多かったのです。⼩説『沈黙』の遠藤⽒の執筆動機です----。  

 今年は遠藤周作⽒（1923年3⽉27⽇〜1996年9⽉29⽇）の⽣誕100年です。その記

念展が⻑崎市で開催中です。⽣誕100年情報は東京・町⽥市⺠⽂学館で知りました。

私は町⽥市にある前⽴腺クリニックに毎⽉⼀回通院しています。⼤学病院での⼿術担

当医が独⽴して町⽥で開業したためです。このクリニックの近くに⽂学館があり診察

前に⾜を運んでいますが、⽂学館は遠藤⽒の蔵書の寄託を受けてオープンしたので

す。町⽥市⺠⽂学館での「遠藤周作⽒⽣誕100年記念展」は、⻑崎での展⽰を引き継

ぐ形で９⽉から予定されています。遠藤作品は、『沈黙』や『深い河』など重い作品

が⽬⽴ちますが、⼀⽅で、遠藤⽒には「狐狸庵」先⽣の異名があります。  

 「巡回採⾷労働者」。遠藤⽒が名付けた「浮浪者」の別名です。遠藤⽒は週刊読売

の対談を担当していました。誰か変わった⼈はいないのか、と⾔う遠藤⽒の要望に応

えて担当記者から私に電話がかかってきました。当時、私は社会部記者で路上⽣活者

の林光⼀⽒（1918年〜1998年）とお付き合いをし、記事でも紹介していました。林

⽒は早稲⽥⼤学中退の“インテリ浮浪者”でしたが、この「浮浪」が「浮浪の罪」（軽

犯罪法）で犯罪者扱いを嫌った林⽒の話の中から「巡回採⾷労働者」の名前が⽣まれ

たのです。林⽒は後に『ルンペン学⼊⾨』（ペップ出版）を出版し、遠藤⽒が帯に推

薦⽂を書いています。また、林⽒作詞の『ノガミ（上野のこと）パラダイス』を今も

時々なぎら健壱さんが歌っています----。  

 私は遠藤周作⽒の著作とはご無沙汰ですが、今は時々ユーチューブで『あなたはあ

なたを知っているか』、『⽇本⼈とキリスト教』などのアーカイブズ講演を聞いてい

ます。奥が深い内容です。が、ベッドで聞いているとそのまま寝⼊ってしまうことが

多く、私にとっては“格好の睡眠講演”（⁉）になっています。遠藤周作サマ、ごめん

なさい。どうかご寛恕を----。  

 それでは、また----。 

 



 

 

 

 

 

 


